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(57)【要約】
【課題】画質を改善することが可能な液晶表示装置を提
供する。
【解決手段】画素４８を有する液晶パネル４１と、画像
データに対応した電圧を生成し、ライン選択線４５に対
応した画素４８に供給される電圧の極性を、ライン選択
線４５の２本毎に反転させた階調データを列選択線４３
に供給する列駆動装置２１と、ライン選択線４５に接続
された画素４８に供給される階調データを４本毎のグル
ープとして、グループ内のライン選択線４５を、液晶パ
ネル４１上の配列順とは異なる第１の駆動順序で駆動し
、更に、ライン選択線４５を、２フレーム毎に液晶パネ
ル４１上の配列順とは異なる第２の駆動順序で駆動する
ライン駆動装置３１と、画像データを、列駆動装置２１
に供給する制御回路１１とを備えている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の列選択線及び複数のライン選択線のそれぞれの交差位置に対応し、前記列選択線
及び前記ライン選択線に接続された薄膜トランジスタを介して、前記ライン選択線からの
ライン駆動信号に駆動されて前記列選択線から階調データが供給される画素を有する液晶
パネルと、
供給された画像データに対応した電圧を生成し、前記ライン選択線に対応した前記画素に
供給される前記電圧の極性を、前記ライン選択線のｎ本（ｎは２以上の整数）毎に反転さ
せた前記階調データを前記列選択線に供給する列駆動装置と、
ｍ本（ｍは２以上の整数、ｍ≧ｎ）毎の前記ライン選択線に接続された前記画素に供給さ
れる前記階調データをグループとして、前記グループ内の前記階調データの供給を促す前
記ライン選択線を、前記液晶パネル上の配列順とは異なる第１の駆動順序で駆動し、更に
、前記ライン選択線を、ｋフレーム（ｋは１以上の整数）毎に前記液晶パネル上の配列順
とは異なる第２の駆動順序で駆動するライン駆動装置と、
前記画像データを、前記列駆動装置に供給する制御回路と、
を備えていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記液晶パネル上の前記画素の前記階調データは、隣接する前記画素毎に極性の異なる
ドット反転された分布を有することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記ライン駆動装置は、シフトレジスタ、及び、前記シフトレジスタと前記ライン選択
線との間に切り換え手段を有することを特徴とする請求項１または２に記載の液晶表示装
置。
【請求項４】
　ｍ本（ｍは２以上の整数）毎のライン選択線に出力される階調データをグループとして
、前記グループ内の前記ライン選択線を、液晶パネル上の配列順とは異なる第１の駆動順
序で駆動し、更に、フレームを構成する前記階調データを供給する前記ライン選択線を、
ｋフレーム（ｋは２以上の整数）毎に異なる第２の駆動順序で駆動することを特徴とする
ライン駆動装置。
【請求項５】
　前記第１及び第２の駆動順序は、シフトレジスタ、及び、前記シフトレジスタと前記ラ
イン選択線との間に配設された切り換え手段を介して生成されることを特徴とする請求項
４に記載のライン駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、アクティブマトリクス型の液晶表示装置及び液晶表示装置を駆動するライン
駆動装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置に代表されるマトリクス型液晶表示装置は、薄型、軽量、低消費電力等の
特徴を有することから、パーソナルコンピュータ、ＴＶあるいはゲーム機等の表示装置と
して、幅広く利用されている。なかでも、画素毎に薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）等のスイ
ッチング素子を設けたアクティブマトリクス型表示装置は、隣接画素間のクロストークが
少なく、鮮明な画像が得られるため、高精細化、高画質化あるいは大型化に向けた開発が
続けられている。
【０００３】
　アクティブマトリクス型表示装置の高精細化、高画質化あるいは大型化に伴い、転送す
べき画像データ量が増加の一途を辿っている。表示周期は、表示装置を見る人間の目の特
性によりほぼ決められるので、画像データ量の増加は、転送速度の高速化によって解決す
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る方法が採られることが多い。転送速度を高速化するために、画像データ転送用クロック
の周波数を高くすることになる。周波数を高くすると、表示装置を駆動する列及びライン
駆動装置等の消費電流の増加、すなわち消費電力の増加が顕著になる。
【０００４】
　また、表示装置が大型化すると、列駆動装置の負荷である液晶パネルの列信号線容量が
増え、画面のちらつき（フリッカ）を抑制するための液晶の交流化（極性反転）に伴い消
費電力が増える。液晶負荷は容量性のため、消費される電力は、列駆動装置で熱に変わる
。また、液晶負荷数が増加し、列駆動装置の出力数が増加すると、消費電力が増加する。
一方、列駆動装置は、周波数や消費電力の増加に見合うほどに、大面積化が許されること
は少なく、相対的に小型化が求められる。列駆動装置等の小型化は、熱の放散を一層難し
くするという問題がある。
【０００５】
　液晶は、劣化を避けるために正負交互の電圧で駆動される。この極性反転には、例えば
、フレームが変わる毎に画素に供給する列信号の極性を反転させるフレーム反転方式、そ
して、フレーム反転方式に加えて、液晶パネル上の列選択線（またはライン選択線）に従
って画素に供給する列信号の極性を反転させるライン反転方式、及び、隣接する画素に相
反する極性のデータ信号を供給する列信号の極性を反転させるドット反転方式がある。ド
ット反転方式は、他の反転方式に比べて優れた画質の画像を提供することができるので、
液晶パネルの駆動に多く採用されている。
【０００６】
　ドット反転方式は、画面のちらつきが抑制されることは分かっているが、隣接する１画
素毎に極性を反転させる必要があるために、すなわち、列信号線容量を１画素毎に反転さ
せるために、消費電力が大きいという問題がある。この消費電力を抑制するために、走査
順制御回路によりライン信号線（走査線）を複数のブロックに分割してブロック内では飛
び越し走査、ブロック間では順次走査を行わせ、データ信号組み替え供給回路によりライ
ン信号の走査順に対応して組み替えたデータ信号を信号線駆動回路に供給、隣接するライ
ン信号線間、又は隣接する画素間でデータ信号の極性が反転するように信号線を駆動する
例が開示されている（例えば、特許文献１参照。）。ここで、実際に各画素に供給される
階調データ（データ信号）の電圧は、液晶パネル内の配線及びトランジスタの抵抗等によ
り、列駆動装置からの出力電圧より低く、時間と共に、列駆動装置からの出力電圧に近付
いて行く傾向を有している。
【０００７】
　しかしながら、各ラインに供給される階調データの電圧が上昇傾向にあるとき、ブロッ
ク内の飛び越し走査が行われると、画素の配列順と階調データの供給順が一致せず、階調
データの電圧は、隣合う画素間で変動が大きくなり、フレーム間では、画素間に出来た階
調データの電圧変動が固定されたままとなるために、明るさの不連続及び色のずれ等の画
質不良が顕著になる可能性が高くなる。すなわち、例えば、階調データの電圧が相対的に
低い画素、あるいは、階調データの電圧が相対的に高い画素は、液晶パネル上で固定され
、明るい部分と暗い部分が視認されと画質不良と感じられるという問題がある。
【特許文献１】特許第３５１６３８２号公報（第１２頁、図１１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、画質を改善することが可能な液晶表示装置及びライン駆動装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の一態様の液晶表示装置は、複数の列選択線及び複数のライン選択線のそれぞれ
の交差位置に対応し、前記列選択線及び前記ライン選択線に接続された薄膜トランジスタ
を介して、前記ライン選択線からのライン駆動信号に駆動されて前記列選択線から階調デ
ータが供給される画素を有する液晶パネルと、供給された画像データに対応した電圧を生
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成し、前記ライン選択線に対応した前記画素に供給される前記電圧の極性を、前記ライン
選択線のｎ本（ｎは２以上の整数）毎に反転させた前記階調データを前記列選択線に供給
する列駆動装置と、ｍ本（ｍは２以上の整数、ｍ≧ｎ）毎の前記ライン選択線に接続され
た前記画素に供給される前記階調データをグループとして、前記グループ内の前記階調デ
ータの供給を促す前記ライン選択線を、前記液晶パネル上の配列順とは異なる第１の駆動
順序で駆動し、更に、前記ライン選択線を、ｋフレーム（ｋは１以上の整数）毎に前記液
晶パネル上の配列順とは異なる第２の駆動順序で駆動するライン駆動装置と、前記画像デ
ータを、前記列駆動装置に供給する制御回路とを備えていることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の別の態様のライン駆動装置は、ｍ本（ｍは２以上の整数）毎のライン選
択線に出力される階調データをグループとして、前記グループ内の前記ライン選択線を、
液晶パネル上の配列順とは異なる第１の駆動順序で駆動し、更に、フレームを構成する前
記階調データを供給する前記ライン選択線を、ｋフレーム（ｋは２以上の整数）毎に異な
る第２の駆動順序で駆動することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画質を改善することが可能な液晶表示装置及びライン駆動装置を提供
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。なお、図において、同
一の構成要素には同一の符号を付す。
【実施例１】
【００１３】
　本発明の実施例１に係る液晶表示装置及びライン駆動装置について、図１乃至図６を参
照して説明する。図１は液晶表示装置の構成を模式的に示すブロック図である。図２は液
晶表示装置に使用される列駆動装置の構成を模式的に示すブロック図である。図３は液晶
表示装置に使用されるライン駆動装置の構成を模式的に示す図で、図３（ａ）はブロック
図、図３（ｂ）は接続対応図である。図４は、画素へ供給される階調データ電圧の時間に
対する到達状況を模式的に示す図である。図５は階調データを出力するタイミングチャー
トである。図６は出力される階調データの極性及びレベルの分布を、横軸を列または列で
代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模式図で、図６（ａ）は出力順の分布の図
、図６（ｂ）は液晶パネル上画素に対応させた分布の図、図６（ｃ）は図６（ａ）の各フ
レームの１つの列をフレームとして示す図、図６（ｄ）は図６（ｂ）の各フレームの１つ
の列をフレームとして示す図である。
【００１４】
　図１に示すように、液晶表示装置１は、極性信号の周期を長くし、書き込みタイミング
に合わせた画像データの並べ替え機能を有する制御回路１１、タイミングを合わせて極性
が調整された階調データを供給する列駆動装置２１、駆動順序の変更機能を備え、タイミ
ングを合わせて階調データを書き込むように駆動するライン駆動装置３１、及び、タイミ
ングを合わせて階調データが書き込まれる画素４８がマトリクス状に配列された液晶パネ
ル４１を有している。
【００１５】
　制御回路１１は、外部から、画像データ、クロック信号、水平及び垂直同期信号等の入
力データ１０が入力され、列駆動装置２１及びライン駆動装置３１を制御する信号を生成
する。制御回路１１は、ｎ本のライン（ｎは２以上の整数、ｎラインともいう）毎に極性
反転する極性信号を生成することができ、本実施例では２ライン毎に極性反転する極性信
号を生成する。また、後述するように、制御回路１１は、階調データの書き込み順番が液
晶パネル４１のライン選択線４５の配列順でない場合に、列駆動装置２１から出力する階
調データが、適するライン選択線４５に出力されるように画像データの並べ替えを行う機
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能を有する。なお、並べ替えを行う機能は、例えば、列駆動装置２１に組み込まれても差
し支えない。
【００１６】
　列駆動装置２１は、制御回路１１と、水平走査開始信号線１３、画像データバス１４、
データクロック線１５、ロード信号線１６、極性信号線１７等で接続されている。列駆動
装置２１が複数個に分割されている場合、水平走査開始信号線１３は、隣接する列駆動装
置２１にカスケード接続されるが、他の画像データバス１４、データクロック線１５、ロ
ード信号線１６、及び極性信号線１７等は、制御回路１１に直接接続されている。列信号
線２３は、列駆動装置２１を液晶パネル４１の列選択線４３にそれぞれ接続させている。
【００１７】
　ライン駆動装置３１は、制御回路１１と、水平走査開始信号線１３、垂直走査開始信号
線１８、２フレーム信号線３９等で接続されている。ライン駆動装置３１が複数個に分割
されている場合、垂直走査開始信号線１８は、隣接するライン駆動装置３１にカスケード
接続されるが、水平走査開始信号線１３は、制御回路１１に直接接続されている。ライン
信号線３３は、ライン駆動装置３１を液晶パネル４１のライン選択線４５にそれぞれ接続
されている。
【００１８】
　液晶パネル４１は、垂直方向（図面の上下方向）に伸びた複数の列選択線（または、デ
ータ線等とも呼ばれる）４３、及び、水平方向（図面の左右方向）に伸びた複数のライン
選択線（または、ゲート線等とも呼ばれる）４５が配列されて、マトリクス（図示略）を
形成している。列選択線４３とライン選択線４５とのそれぞれの交差位置に対応して、ラ
イン選択線４５がゲートに、列選択線４３がソースに接続されたＴＦＴ４７が配置されて
いる。なお、ソース及びドレインは電流の向きによって呼び方が交代する。ＴＦＴ４７の
ドレインに接続され、容量で示された液晶を有する画素（ドットともいう）４８が配置さ
れている。すなわち、ＴＦＴ４７及び画素４８は、列選択線４３及びライン選択線４５に
沿うように、マトリクス状に配列される。
【００１９】
　図２に示すように、列駆動装置２１は、制御回路１１から、データクロック、水平走査
開始信号ＳＴＨ、画像データ、正極及び負極階調電圧、極性信号、ロード信号等を受ける
。データクロックを基に、データ制御部によって画像データを第１のレジスタに順次ラッ
チし、ロード信号によって画像データをライン毎に第２のレジスタに蓄える。ライン毎の
画像データは、例えば、電圧選択方式等のＤ／Ａコンバータで画像データに応じた正極階
調電圧または負極階調電圧を選択し、階調電圧からなる階調データを出力回路から列信号
線２３を介して列選択線４３に出力する。その際、制御回路１１から与えられる極性信号
によって１以上のライン毎に正極階調電圧または負極階調電圧を選択することができる。
水平走査開始信号ＳＴＨは、データ制御部から次の出力を受け持つ列駆動装置２１に、カ
スケード信号として出力される。
【００２０】
　この列駆動装置２１の構成は、１ライン毎に極性反転する周知の１ドット反転方式の列
駆動装置と同様であるが、本実施例では２ライン毎に極性反転する。２ライン毎に極性反
転する場合は、制御回路１１で２ライン毎に極性反転する極性信号が、列駆動装置２１に
入力される。つまり、列駆動装置２１は、制御回路１１で生成される所望の極性信号の反
転の周期（例えば、ｎライン毎、ｎは２以上の整数）に従って、階調データの極性を決め
ることが可能である。一方、ラインに沿った方向に隣接する階調データが互いに極性反転
される機能は、周知の列駆動装置と同様である。
【００２１】
　図３に示すように、ライン駆動装置３１は、ライン選択線４５に接続されるライン信号
線３３に対応したフリップフロップＦＦ（必要に応じて、ＦＦに続く番号を付加して区別
）で構成されるシフトレジスタ３５を有している。シフトレジスタ３５は、各フリップフ
ロップＦＦを直列に接続し、制御回路１１から送られる水平走査開始信号線ＳＴＨに従っ
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て、順次、垂直走査開始信号ＳＴＶをシフトする。そして、垂直走査開始信号ＳＴＶに対
応するゲート駆動信号（以下、駆動信号）が、それぞれのライン信号線３３、すなわち、
ラインＬ（必要に応じて、Ｌに続く番号を付加して区別）に出力される。なお、図にはバ
ッファ等は省略されている。
【００２２】
　フリップフロップＦＦは、従来、ライン選択線４５の配列順になるように、例えば、フ
リップフロップＦＦ１がラインＬ１に１対１で対応し、フリップフロップＦＦ２が１対１
でラインＬ２に対応し、以下同様に、順次対応するように接続されて、出力されていた。
しかしながら、本実施例では、フリップフロップＦＦが、２つにグループ分けられたスイ
ッチＡ、Ｂを有するスイッチ回路３８に接続され、選択されたスイッチＡ、スイッチＢを
介して、後述のフレーム間で出力順序が入れ替わるように、ラインＬに接続される。
【００２３】
　２グループのスイッチＡ、Ｂは、２フレーム信号３９ａにより開閉が制御される。図３
（ｂ）に示すように、駆動中のフリップフロップＦＦは、スイッチＡ、Ｂを介して、いず
れかのラインＬに、重複することなく接続される。例えば、フレーム１及びフレーム２で
は、スイッチＡがＯＮ及びスイッチＢがＯＦＦに制御される。例えば、次の、フレーム３
及びフレーム４では、スイッチＡがＯＦＦ及びスイッチＢがＯＮに制御される。以下、同
様に、連続する２つのフレーム毎に、繰り返される。
【００２４】
　フリップフロップＦＦ１は、スイッチＡ３８ａを介してラインＬ１に、スイッチＢ３８
ｆを介してラインＬ３に接続されている。フリップフロップＦＦ２は、スイッチＡ３８ｅ
を介してラインＬ３に、スイッチＢ３８ｂを介してラインＬ１に接続されている。フリッ
プフロップＦＦ３は、スイッチＡ３８ｃを介してラインＬ２に、スイッチＢ３８ｈを介し
てラインＬ４に接続されている。フリップフロップＦＦ４は、スイッチＡ３８ｇを介して
ラインＬ４に、スイッチＢ３８ｄを介してラインＬ２に接続されている。フリップフロッ
プＦＦ５乃至フリップフロップＦＦ８とラインＬ５乃至ラインＬ８とは、上記の対応関係
が繰り返されるように接続され、更に、その他の、フリップフロップＦＦとラインＬとの
対応関係も同様である。
【００２５】
　その結果、例えば、スイッチＡがＯＮでスイッチＢがＯＦＦに制御された第１及び第２
フレームの場合、フリップフロップＦＦ１はラインＬ１に、フリップフロップＦＦ２はラ
インＬ３に、フリップフロップＦＦ３はラインＬ２に、フリップフロップＦＦ４はライン
Ｌ４に接続される。
【００２６】
　ライン駆動装置３１からの出力の順番変更に合わせて、制御回路１１は、列駆動装置２
１に供給する画像データの順番を変更する。出力の順番変更のない場合、ライン駆動装置
３１からの出力の順番は、ラインＬの番号の順になっている。本実施例の場合、ラインＬ
１、ラインＬ３、ラインＬ２、ラインＬ４等の順番となるように出力されるので、画像デ
ータは、従来の並びを基にして、連続する４本ずつのラインＬの中央の２本のラインＬの
画像データの順番を制御回路１１で入れ替えて、列駆動装置２１に供給される。
【００２７】
　次に、画素４８に供給される階調データの電圧の変化について説明する。図４に示すよ
うに、階調データとして列駆動装置２１から出力された電圧（実線）は、出力の初めに低
く、時間と共に高くなる傾向にあるが、実際に画素に供給される画素供給電圧（波線）は
、出力の初めにより低く、列駆動装置２１から出力された電圧を追いかけるように、時間
と共に相対的に急な傾斜で高くなる。画素供給電圧は、当初、液晶パネル４１内の配線や
ＴＦＴ４７の抵抗等により電圧降下を生じ、徐々に回復することによる。
【００２８】
　例えば、正極性の階調データの出力を３ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ３に供給する場合、ライ
ンＬ１の期間内に印加電圧のレベル１＋に達し、ラインＬ２の期間内により高い印加電圧
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のレベル２＋に達し、ラインＬ３の期間内に更に高い印加電圧のレベル３＋に達する。レ
ベルの番号が小さいほど、電圧の絶対値は小さい。また、極性が反転すると、同様な傾向
を繰り返すことになる。同じ階調データが与えられても、ラインＬ１と、ラインＬ２とで
は、実質的な画素供給電圧が異なり、ラインＬ間で差ができて明るさの不連続及び色のず
れ等の画質不良が視認される可能性が出る。なお、図４には、ラインＬ３まで描かれてい
るが、本実施例は２ラインＬ１、Ｌ２に供給する場合である。
【００２９】
　上記の構成のライン駆動装置３１は、図５に示すように、垂直走査開始信号ＳＴＶ及び
水平走査開始信号ＳＴＨに対応して、列選択線４３に沿った各ラインＬに駆動信号を発生
させる。階調データは、列選択線４３に沿った２ライン毎反転の極性信号、及び、２フレ
ーム毎に画素４８への出力順序切り替え、つまり、レベル切り替えを行う２フレーム信号
３９ａにより、極性及びレベルが決められる。その結果、特定の列選択線４３に沿ったラ
インＬに供給される階調データの極性及びレベルは、出力順あるいは供給順に、２ライン
毎に反転した分布（＋または－、以下＋／－）と、画素供給電圧のレベル（１または２、
以下１／２）とを組み合わせて、最下段に、例えば、１＋（正極性で、第１番目の出力）
のように示される。
【００３０】
　具体的には、水平走査開始信号ＳＴＨに同期して、ラインＬの駆動信号が、一定間隔で
供給され、ライン駆動装置３１からの出力に従って、駆動信号は、ラインＬ１、ラインＬ
３、ラインＬ２、ラインＬ４、ラインＬ５等の順に供給される。ラインＬの駆動信号が供
給されているタイミングに合わせて、列駆動装置２１から、列選択線４３を介して、画素
４８に、順次、階調データが供給される。隣接した列選択線４３は、互いに極性が反転し
た階調データとなる。
【００３１】
　その結果、特定の列選択線４３に沿った階調データの極性及びレベルは、第１フレーム
内では、出力順に、２ライン毎に反転し、例えば、正のラインＬ１（１＋）及びラインＬ
３（２＋）、続いて、負のラインＬ２（１－）及びラインＬ４（２－）となり、以降、ラ
インＬ５以降は、同様な組合せで＋／－及び１／２が分布するように書き込まれる。第１
及び第２フレーム内では、階調データの出力順序切り替えはなく、第３フレームが始まる
直前に出力順序切り替えを行い、第３及び第４フレーム内では、出力順序切り替えはない
。
【００３２】
　図６（ａ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布は、横軸を列Ｒが配列さ
れた方向、縦軸をラインＬが出力順に並ぶように示されている。縦軸のラインＬ配列方向
は、図５に示した２ライン毎に極性が反転した分布と同様になり、例えば、列Ｒ１に対応
する。横軸の列Ｒ配列方向は、１列毎に極性が反転した分布となる。なお、この極性の分
布は、公知の２ドット反転方式の列駆動装置で書き込まれた極性の分布と同様となる。ま
た、時間的に連続する４つのフレームが示されているが、これらのフレーム間では、従来
と同様に、極性反転が行われている。更に、２フレーム間毎に、スイッチ回路３８の切り
換えによる出力順の変更がなされている。つまり、極性反転周期Ｐａは、繰り返される極
性単位Ｐｂが２ライン毎の、４ラインであり、レベルの反転周期は、２フレーム毎の、４
フレームとなる。
【００３３】
　図６（ｂ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布は、横軸を列Ｒが配列さ
れた方向、縦軸を液晶パネル４１上のラインＬの配列順に示されている。極性及びレベル
の分布は、横軸の列Ｒ配列方向では、図６（ａ）の書き込み順と同じであるが、縦軸のラ
インＬ配列方向では、出力順とは異なっている。例えば、出力順では、ラインＬ１、ライ
ンＬ３等の順となるが、液晶パネル４１の配列は、ラインＬ１、ラインＬ２等の順である
。この結果、液晶パネル４１の隣接する画素４８には、縦軸及び横軸方向に、画素毎に異
なる極性及びレベルの階調データがそれぞれ分布する。液晶表示装置１は、いわゆる、１
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ドット反転が実現され、更に、スイッチ回路３８の切り換えによって、出力順（レベル）
が、２フレーム毎に切り換えられている。また、連続するフレーム間では、従来と同様に
、極性反転が行われている。
【００３４】
　フレーム間の極性及びレベルの分布は、簡略的に、図６（ｃ）、図６（ｄ）に示される
。図６（ｃ）は、図６（ａ）に対応し、各フレームＦ（必要に応じて、Ｆに続く番号を付
加して区別）の最初の列Ｒ１のみが、横軸方向に並べられている。図６（ｄ）は、図６（
ｂ）に対応し、各フレームＦの最初の列Ｒ１の繰り返しの最小単位が横軸方向に並べられ
ている。フレームＦ間における極性及びレベルの分布は、４フレームＦを周期として変化
している。
【００３５】
　つまり、本実施例では、フレームＦ順に、例えば、図６（ｄ）に示すように、ラインＬ
１列Ｒ１の極性及びレベルは、１＋、１－、２＋、２－、ラインＬ２列Ｒ１の極性及びレ
ベルは、１－、１＋、２－、２＋、同様に、ラインＬ３の極性及びレベルは、２＋、２－
、１＋、１－、ラインＬ４の極性及びレベルは、２－、２＋、１－、１＋となる。一方、
比較のため、スイッチ回路３８の切り換えによる出力順の変更がなされない場合では、ラ
インＬ１の極性及びレベルは、１＋、１－、１＋、１－、ラインＬ２の極性及びレベルは
、１－、１＋、１－、１＋、ラインＬ３の極性及びレベルは、２＋、２－、２＋、２－、
ラインＬ４の極性及びレベルは、２－、２＋、２－、２＋となり、それぞれの画素の階調
データのレベルは、１または２に固定される。
【００３６】
　上述したように、液晶表示装置１は、極性反転周期Ｐａの４本の内の中央の２本のライ
ンＬの接続順序を互いに入れ替えて、ライン駆動装置３１とライン選択線４５とを接続し
、列駆動装置２１を極性単位Ｐｂの２ドット反転方式で駆動することによって、液晶パネ
ル４１上で１ドット反転を実現することが可能となる。また、液晶表示装置１は、２フレ
ーム信号３９ａに基づき、スイッチ回路３８を切り替えることによって、すなわち、極性
単位Ｐｂの２本のラインＬの接続順序を入れ替えることによって、４フレームＦを周期と
して２フレームＦ毎に、画素４８への同極性内での出力順序を変えることが可能となる。
【００３７】
　その結果、本実施例の１ドット反転方式は、他のフレーム反転方式やライン反転方式、
あるいは、２ドット反転方式と比較して、フリッカ等の画質劣化を抑制可能である。また
、１ドット反転方式は、隣接する画素全てに互いに極性の異なる階調データを供給するこ
とになるが、２ドット反転方式は、隣接する２画素には、極性の同じ階調データを供給す
ることになり、画素及び画素に接続する列信号線等に極性の異なる階調データを供給する
頻度は半減（極性反転の周期は２倍）する。すなわち、液晶表示装置１は、特に、列駆動
装置２１の消費電力が大幅に削減可能となり、列駆動装置２１の発熱量は抑制されること
になる。
【００３８】
　また、同極性内での出力順序を変えることによって、４フレームＦ間にわたる同一画素
４８に供給される階調データは、例えば、１＋、１－、２＋、２－の順に変化し、＋／－
のドット反転に加えて、時間的にレベル（１／２）の片寄りが起こらないように分布させ
ることが可能となる。すなわち、液晶表示装置１は、列駆動電圧（絶対値）が比較的低い
（１＋または１－）傾向の暗い（もしくは、明るい）像と、列駆動電圧（絶対値）が比較
的高い（２＋または２－）傾向の明るい（もしくは、暗い）像とに片寄りが起こることな
く、より均質な画像を提供することが可能となる。
【００３９】
　また、ライン駆動装置３１は、出力回路３７の出力が液晶パネル４１上で、１ドット反
転の分布になるように、且つ、フレームＦ間で出力順序を入れ替えるように、出力回路３
７の出力順を変更している。すなわち、列選択線に沿ったライン選択線４５の駆動順序は
、シフトレジスタ３５の出力順をスイッチ回路３８によって切り替えて、変更される。そ
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の結果、ライン駆動装置３１は、液晶表示装置１のフリッカ等の抑制の他に、より均質な
画像を提供することを可能とする。
【実施例２】
【００４０】
　本発明の実施例２に係る液晶表示装置及びライン駆動装置について、図７及び図８を参
照して説明する。図７は液晶表示装置に使用されるライン駆動装置のフリップフロップと
ラインとの接続対応を模式的に示す図である。図８は出力される階調データの極性及びレ
ベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模式図で、図８
（ａ）は出力順に並べた分布の図、図８（ｂ）は液晶パネル上の画素に対応させた分布の
図である。本実施例の液晶表示装置、列駆動装置及びライン駆動装置は、ライン駆動装置
からの出力の極性が３ライン毎に反転される点が、実施例１とは異なっている。以下では
、上記実施例１と同一構成部分には同一の符号を付し、その説明は省略し、異なる構成部
分について説明する。
【００４１】
　本実施例の液晶表示装置は、実施例１の列駆動装置２１、実施例１のライン駆動装置３
１のライン出力順序を変更したライン駆動装置、及び、３ラインＬ毎に極性が反転する極
性信号を生成して、ライン駆動装置のライン出力順に画像データを並べ替えて供給する制
御回路１１を有する構成である。
【００４２】
　本実施例のライン駆動装置は、図７に示すように、フリップフロップＦＦが、３グルー
プに分けられたスイッチＡ、Ｂ、Ｃを有するスイッチ回路に接続され、選択されたスイッ
チＡ、Ｂ、Ｃを介して、フレーム間で出力順序が入れ替わるように、ラインＬに接続され
る（図３（ａ）を参照）。駆動中のフリップフロップＦＦは、スイッチＡ、Ｂ、Ｃを介し
て、いずれかのラインＬに、重複することなく接続され、３グループのスイッチＡ、Ｂ、
Ｃは、２フレーム信号３９ａにより、２フレームＦ毎にいずれか１つのグループがＯＮと
なるように制御される。
【００４３】
　その結果、例えば、スイッチＡがＯＮでスイッチＢ、ＣがＯＦＦに制御されたフレーム
Ｆ１、Ｆ２の場合、フリップフロップＦＦ１はラインＬ１に、フリップフロップＦＦ２は
ラインＬ５に、フリップフロップＦＦ３はラインＬ３に、フリップフロップＦＦ４はライ
ンＬ２に、フリップフロップＦＦ５はラインＬ６に、フリップフロップＦＦ６はラインＬ
４に、フリップフロップＦＦ７はラインＬ７に、フリップフロップＦＦ８はラインＬ１１
に、フリップフロップＦＦ９はラインＬ９に、フリップフロップＦＦ１０はラインＬ８に
、フリップフロップＦＦ１１はラインＬ１２に、フリップフロップＦＦ１２はラインＬ１
０に接続される。
【００４４】
　本実施例は、極性が３ライン毎に反転されるので、階調データの画素供給電圧レベルは
、極性と組み合わせて、１＋、２＋、３＋、１－、２－、３－の６種類となる。その結果
、図８（ａ）に示すように、フレームＦ１の極性及びレベルは、上記ラインＬの出力順に
、１＋、２＋、３＋、１－、２－、３－、・・となる。また、フレームＦ２の極性及びレ
ベルは、上記ラインＬの出力順に、１－、２－、３－、１＋、２＋、３＋、・・となる。
また、フレームＦ３の極性及びレベルは、２フレーム信号によりスイッチＢがＯＮとなり
、ラインＬ３、Ｌ１、Ｌ５、Ｌ４、Ｌ２、Ｌ６、・・の出力順に、１＋、２＋、３＋、１
－、２－、３－、・・となる。以下、同様に、スイッチＡ、Ｂ、Ｃの切り替え、極性反転
が行われる。
【００４５】
　そして、図８（ｂ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布が、横軸をフレ
ームＦが配列された方向、縦軸を液晶パネル４１上の配列順に示されている。例えば、ラ
インＬ１において、フレーム方向に、１＋、１－、２＋、２－、３＋、３－、ラインＬ２
において、フレーム方向に、１－、１＋、２－、２＋、３－、３＋となり、２フレーム毎



(10) JP 2008-107733 A 2008.5.8

10

20

30

40

50

にレベルが変化する。ラインＬ方向には、２ラインＬ毎にレベルが変化する。極性は、フ
レーム毎に反転し、レベルは、スイッチ回路の切り換えによって、繰り返し単位の６フレ
ームで、１乃至３の全てが、同じ頻度で出現する分布となる。
【００４６】
　上述したように、本実施例の液晶表示装置は、２フレーム信号３９ａに基づき、スイッ
チ回路を切り替えることによって、すなわち、極性単位Ｐｂの３本のラインＬの接続順序
を入れ替えることによって、６フレームＦを周期として２フレームＦ毎に、画素４８への
同極性内での出力順序を変えることが可能となる。
【００４７】
　その結果、本実施例は、実施例１と同様な効果を有している。その上に、極性が３ライ
ンＬ毎に反転される（極性反転の周期は、１ドット反転の３倍となる）ので、液晶表示装
置は、特に、列駆動装置２１の消費電力が更に削減可能となり、列駆動装置２１の発熱量
は抑制されることになる。また、同極性内での出力順序を変えることによって、６フレー
ムＦ間にわたる同一画素４８に供給される階調データは、例えば、１＋、１－、２＋、２
－、３＋、３－の順に変化するように、＋／－のドット反転に加えて、時間的に、３レベ
ル（１／２／３）の片寄りが起こらないように、より細かく分布させることが可能となる
ので、より均質な画像を提供することが可能となる。
【００４８】
　また、本実施例のライン駆動装置は、出力回路の出力が液晶パネル４１上で、１ドット
反転の分布になるように、且つ、フレームＦ間で出力順序を入れ替えるように、出力回路
の出力順を変更している。すなわち、列選択線に沿ったライン選択線４５の駆動順序は、
シフトレジスタの出力順をスイッチ回路によって切り替えて、変更される。その結果、ラ
イン駆動装置は、液晶表示装置のフリッカ等の抑制の他に、より均質な画像を提供するこ
とを可能とする。
【００４９】
　次に、本発明の実施例２の変形例１乃至３を、図９乃至図１４を参照しながら説明する
。図９、図１１、及び、図１３は、それぞれ、ライン駆動装置のフリップフロップとライ
ンとの接続対応を模式的に示す図であり、図１０、図１２、及び、図１４は、それぞれ、
図９、図１１、及び、図１３に対応し、出力される階調データの極性及びレベルの分布を
、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模式図で、それぞれの図の（
ａ）は出力順に並べた分布の図、それぞれの図の（ｂ）は液晶パネル上の画素に対応させ
た分布の図である。本変形例１乃至３の液晶表示装置、列駆動装置及びライン駆動装置は
、実施例２と同様であり、ライン駆動装置からの出力の極性が３ライン毎に反転される点
が、実施例２と同様であるが、フリップフロップとラインとの接続対応がそれぞれ異なっ
ている。以下では、上記実施例１及び実施例２と同一構成部分には同一の符号を付し、そ
の説明は省略し、異なる構成部分について説明する。
【００５０】
　変形例１のライン駆動装置は、図９に示すように、フリップフロップＦＦが、３グルー
プに分けられたスイッチＡ、Ｂ、Ｃを有するスイッチ回路に接続され、選択されたスイッ
チＡ、Ｂ、Ｃを介して、フレームＦ間で出力順序が入れ替わるように、ラインＬに接続さ
れる（図３（ａ）を参照）。
【００５１】
　例えば、スイッチＡがＯＮでスイッチＢ、ＣがＯＦＦに制御されたフレームＦ１、Ｆ２
の場合、フリップフロップＦＦ１はラインＬ１に、フリップフロップＦＦ２はラインＬ３
に、フリップフロップＦＦ３はラインＬ５に、フリップフロップＦＦ４はラインＬ２に、
フリップフロップＦＦ５はラインＬ４に、フリップフロップＦＦ６はラインＬ６に、フリ
ップフロップＦＦ７はラインＬ７に、フリップフロップＦＦ８はラインＬ９に、フリップ
フロップＦＦ９はラインＬ１１に、フリップフロップＦＦ１０はラインＬ８に、フリップ
フロップＦＦ１１はラインＬ１０に、フリップフロップＦＦ１２はラインＬ１２に接続さ
れる。
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【００５２】
　図１０（ａ）に示すように、フレームＦ１の極性及びレベルは、上記ラインＬの出力順
に、１＋、２＋、３＋、１－、２－、３－、・・となる。また、フレームＦ２の極性及び
レベルは、上記ラインＬの出力順に、１－、２－、３－、１＋、２＋、３＋、・・となる
。また、フレームＦ３の極性及びレベルは、２フレーム信号３９ａによりスイッチＢがＯ
Ｎとなり、ラインＬ３、Ｌ５、Ｌ１、Ｌ４、Ｌ６、Ｌ２、・・の出力順に、１＋、２＋、
３＋、１－、２－、３－、・・となる。以下、同様に、スイッチＡ、Ｂ、Ｃの切り替え、
極性反転が行われる。
【００５３】
　そして、図１０（ｂ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布が、横軸をフ
レームＦが配列された方向、縦軸を液晶パネル４１上の配列順に示されている。例えば、
ラインＬ１において、フレームＦ方向に、１＋、１－、３＋、３－、２＋、２－、ライン
Ｌ２において、フレームＦ方向に、１－、１＋、３－、３＋、２－、２＋となり、ライン
Ｌ方向には、２ラインＬ毎にレベルが変化する。極性は、フレームＦ毎に反転し、レベル
は、スイッチ回路の切り換えによって、繰り返し単位の６フレームＦで、１乃至３の全て
が、同じ頻度で出現する分布となる。実施例２と同様に、２ラインＬ毎にレベルが異なっ
ている。
【００５４】
　上述したように、実施例２の本変形例１の液晶表示装置は、２フレーム信号３９ａに基
づき、スイッチ回路を切り替えることによって、すなわち、極性単位Ｐｂの３本のライン
Ｌの接続順序を入れ替えることによって、６フレームＦを周期として２フレームＦ毎に、
画素４８への同極性内での出力順序を変えることが可能となる。その結果、実施例２の本
変形例１は、実施例２と同様な効果を有している。
【００５５】
　また、本変形例１のライン駆動装置は、実施例２と同様な効果を有している。
【００５６】
　変形例２のライン駆動装置は、図１１に示すように、フリップフロップＦＦが、３グル
ープに分けられたスイッチＡ、Ｂ、Ｃを有するスイッチ回路に接続され、選択されたスイ
ッチＡ、Ｂ、Ｃを介して、フレーム間で出力順序が入れ替わるように、ラインＬに接続さ
れる（図３（ａ）を参照）。
【００５７】
　例えば、スイッチＡがＯＮでスイッチＢ、ＣがＯＦＦに制御されたフレームＦ１、Ｆ２
の場合、フリップフロップＦＦ１はラインＬ１に、フリップフロップＦＦ２はラインＬ５
に、フリップフロップＦＦ３はラインＬ３に、フリップフロップＦＦ４はラインＬ４に、
フリップフロップＦＦ５はラインＬ２に、フリップフロップＦＦ６はラインＬ６に、フリ
ップフロップＦＦ７はラインＬ７に、フリップフロップＦＦ８はラインＬ１１に、フリッ
プフロップＦＦ９はラインＬ９に、フリップフロップＦＦ１０はラインＬ１０に、フリッ
プフロップＦＦ１１はラインＬ８に、フリップフロップＦＦ１２はラインＬ１２に接続さ
れる。
【００５８】
　図１２（ａ）に示すように、フレームＦ１の極性及びレベルは、上記ラインＬの出力順
に、１＋、２＋、３＋、１－、２－、３－、・・となる。また、フレームＦ２の極性及び
レベルは、上記ラインＬの出力順に、１－、２－、３－、１＋、２＋、３＋、・・となる
。また、フレームＦ３の極性及びレベルは、２フレーム信号３９ａによりスイッチＢがＯ
Ｎとなり、ラインＬ５、Ｌ３、Ｌ１、Ｌ２、Ｌ６、Ｌ４、・・の出力順に、１＋、２＋、
３＋、１－、２－、３－、・・となる。以下、同様に、スイッチＡ、Ｂ、Ｃの切り替え、
極性反転が行われる。
【００５９】
　そして、図１２（ｂ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布が、横軸をフ
レームＦが配列された方向、縦軸を液晶パネル４１上の配列順に示されている。例えば、
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ラインＬ１において、フレームＦ方向に、１＋、１－、３＋、３－、２＋、２－、ライン
Ｌ２において、フレームＦ方向に、２－、２＋、１－、１＋、３－、３＋となり、ライン
Ｌ方向には、１ラインＬ毎にレベルが変化する。極性は、フレームＦ毎に反転し、レベル
は、スイッチ回路の切り換えによって、繰り返し単位の６フレームＦで、１乃至３の全て
が、同じ頻度で出現する分布となる。変形例１とは違って、１ラインＬ毎にレベルが異な
っている。
【００６０】
　上述したように、実施例２の本変形例２の液晶表示装置は、２フレーム信号３９ａに基
づき、スイッチ回路を切り替えることによって、すなわち、極性単位Ｐｂの３本のライン
Ｌの接続順序を入れ替えることによって、６フレームＦを周期として２フレームＦ毎に、
画素４８への同極性内での出力順序を変えることが可能となる。その結果、実施例２の本
変形例２は、実施例２及び変形例１と同様な効果を有している上に、ラインＬ毎にレベル
が異なっているので、より均質な画像を提供することが可能となる。
【００６１】
　また、本変形例２のライン駆動装置は、実施例２と同様な効果に加えて、より均質な画
像を提供すること可能とする。
【００６２】
　変形例３のライン駆動装置は、図１３に示すように、フリップフロップＦＦが、３グル
ープに分けられたスイッチＡ、Ｂ、Ｃを有するスイッチ回路に接続され、選択されたスイ
ッチＡ、Ｂ、Ｃを介して、フレーム間で出力順序が入れ替わるように、ラインＬに接続さ
れる（図３（ａ）を参照）。
【００６３】
　例えば、スイッチＡがＯＮでスイッチＢ、ＣがＯＦＦに制御されたフレームＦ１、Ｆ２
の場合、フリップフロップＦＦ１はラインＬ１に、フリップフロップＦＦ２はラインＬ３
に、フリップフロップＦＦ３はラインＬ５に、フリップフロップＦＦ４はラインＬ４に、
フリップフロップＦＦ５はラインＬ６に、フリップフロップＦＦ６はラインＬ２に、フリ
ップフロップＦＦ７はラインＬ７に、フリップフロップＦＦ８はラインＬ９に、フリップ
フロップＦＦ９はラインＬ１１に、フリップフロップＦＦ１０はラインＬ１０に、フリッ
プフロップＦＦ１１はラインＬ１２に、フリップフロップＦＦ１２はラインＬ８に接続さ
れる。
【００６４】
　図１４（ａ）に示すように、フレームＦ１の極性及びレベルは、上記ラインＬの出力順
に、１＋、２＋、３＋、１－、２－、３－、・・となる。また、フレームＦ２の極性及び
レベルは、上記ラインＬの出力順に、１－、２－、３－、１＋、２＋、３＋、・・となる
。また、フレームＦ３の極性及びレベルは、２フレーム信号３９ａによりスイッチＢがＯ
Ｎとなり、ラインＬ３、Ｌ５、Ｌ１、Ｌ６、Ｌ２、Ｌ４、・・の出力順に、１＋、２＋、
３＋、１－、２－、３－、・・となる。以下、同様に、スイッチＡ、Ｂ、Ｃの切り替え、
極性反転が行われる。
【００６５】
　そして、図１４（ｂ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布が、横軸をフ
レームＦが配列された方向、縦軸を液晶パネル４１上の配列順に示されている。例えば、
ラインＬ１において、フレームＦ方向に、１＋、１－、３＋、３－、２＋、２－、ライン
Ｌ２において、フレームＦ方向に、３－、３＋、２－、２＋、１－、１＋となり、ライン
Ｌ方向には、１ラインＬ毎にレベルが変化する。極性は、フレームＦ毎に反転し、レベル
は、スイッチ回路の切り換えによって、繰り返し単位の６フレームＦで、１乃至３の全て
が、同じ頻度で出現する分布となる。変形例２と同様に、１ラインＬ毎にレベルが異なっ
ている。
【００６６】
　上述したように、実施例２の本変形例３の液晶表示装置は、２フレーム信号３９ａに基
づき、スイッチ回路を切り替えることによって、すなわち、極性単位Ｐｂの３本のライン
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Ｌの接続順序を入れ替えることによって、６フレームＦを周期として２フレームＦ毎に、
画素４８への同極性内での出力順序を変えることが可能となる。その結果、実施例２の本
変形例３は、変形例２と同様な効果を有している。
【００６７】
　また、本変形例３のライン駆動装置は、変形例２と同様な効果を有している。
【実施例３】
【００６８】
　本発明の実施例３に係る液晶表示装置及びライン駆動装置について、図１５及び図１６
を参照して説明する。図１５は液晶表示装置に使用されるライン駆動装置のフリップフロ
ップとラインとの接続対応を模式的に示す図である。図１６は出力される階調データの極
性及びレベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模式図
で、図１６（ａ）は出力順に並べた分布の図、図１６（ｂ）は液晶パネル上の画素に対応
させた分布の図である。本実施例の液晶表示装置、列駆動装置及びライン駆動装置は、ラ
イン駆動装置からの出力の極性が４ライン毎に反転される点が、実施例１及び実施例２と
は異なっている。以下では、上記実施例１及び実施例２と同一構成部分には同一の符号を
付し、その説明は省略し、異なる構成部分について説明する。
【００６９】
　本実施例の液晶表示装置は、実施例１の列駆動装置２１、実施例１のライン駆動装置３
１のライン出力順序を変更したライン駆動装置、及び、４ライン毎に極性が反転する極性
信号を生成して、ライン駆動装置のライン出力順に画像データを並べ替えて供給する制御
回路１１を有する構成である。
【００７０】
　本実施例のライン駆動装置は、図１５に示すように、フリップフロップＦＦが、４グル
ープに分けられたスイッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄを有するスイッチ回路に接続され、選択された
スイッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄを介して、フレーム間で出力順序が入れ替わるように、ラインＬ
に接続される（図３（ａ）を参照）。駆動中のフリップフロップＦＦは、スイッチＡ、Ｂ
、Ｃ、Ｄを介して、いずれかのラインＬに、重複することなく接続され、４グループのス
イッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、２フレーム信号３９ａにより、２フレームＦ毎にいずれか１つ
のグループがＯＮとなるように制御される。
【００７１】
　その結果、例えば、スイッチＡがＯＮでスイッチＢ、Ｃ、ＤがＯＦＦに制御されたフレ
ームＦ１、Ｆ２の場合、フリップフロップＦＦ１はラインＬ１に、フリップフロップＦＦ
２はラインＬ３に、フリップフロップＦＦ３はラインＬ５に、フリップフロップＦＦ４は
ラインＬ７に、フリップフロップＦＦ５はラインＬ２に、フリップフロップＦＦ６はライ
ンＬ４に、フリップフロップＦＦ７はラインＬ６に、フリップフロップＦＦ８はラインＬ
８に、フリップフロップＦＦ９はラインＬ９に、フリップフロップＦＦ１０はラインＬ１
１に、フリップフロップＦＦ１１はラインＬ１３に、フリップフロップＦＦ１２はライン
Ｌ１５に、フリップフロップＦＦ１３はラインＬ１０に、フリップフロップＦＦ１４はラ
インＬ１２に、フリップフロップＦＦ１５はラインＬ１４に、フリップフロップＦＦ１６
はラインＬ１６に接続される。
【００７２】
　本実施例は、極性が４ラインＬ毎に反転されるので、階調データの画素供給電圧レベル
は、極性と組み合わせて、１＋、２＋、３＋、４＋、１－、２－、３－、４－の８種類と
なる。その結果、図１６（ａ）に示すように、フレームＦ１の極性及びレベルは、上記ラ
インＬの出力順に、１＋、２＋、３＋、４＋、１－、２－、３－、４－、・・となる。ま
た、フレームＦ２の極性及びレベルは、上記ラインＬの出力順に、１－、２－、３－、４
－、１＋、２＋、３＋、４＋、・・となる。また、フレームＦ３の極性及びレベルは、２
フレーム信号によりスイッチｂがＯＮとなり、ラインＬ３、Ｌ５、Ｌ７、Ｌ１、Ｌ４、Ｌ
６、Ｌ８、Ｌ２、・・の出力順に、１＋、２＋、３＋、４＋、１－、２－、３－、４－、
・・となる。以下、同様に、スイッチＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの切り替え、極性反転が行われる。
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【００７３】
　そして、図１６（ｂ）に示すように、階調データの極性及びレベルの分布が、横軸をフ
レームＦが配列された方向、縦軸を液晶パネル４１上の配列順に示されている。例えば、
ラインＬ１において、フレームＦ方向に、１＋、１－、４＋、４－、３＋、３－、２＋、
２－、ラインＬ２において、フレームＦ方向に、１－、１＋、４＋、４－、３－、３＋、
２－、２＋となり、２フレームＦ毎にレベルが変化する。ラインＬ方向には、２ラインＬ
毎にレベルが変化する。極性は、フレームＦ毎に反転し、レベルは、スイッチ回路の切り
換えによって、繰り返し単位の８フレームＦで、１乃至４の全てが、同じ頻度で出現する
分布となる。
【００７４】
　上述したように、本実施例の液晶表示装置は、２フレーム信号３９ａに基づき、スイッ
チ回路を切り替えることによって、すなわち、極性単位Ｐｂの４本のラインＬの接続順序
を入れ替えることによって、８フレームＦを周期として２フレームＦ毎に、画素４８への
同極性内での出力順序を変えることが可能となる。
【００７５】
　その結果、本実施例は、実施例１と同様な効果を有している。その上に、極性が４ライ
ンＬ毎に反転される（極性反転の周期は、１ドット反転の４倍となる）ので、液晶表示装
置１は、特に、列駆動装置２１の消費電力が更に削減可能となり、列駆動装置２１の発熱
量は抑制されることになる。また、同極性内での出力順序を変えることによって、８フレ
ームＦ間にわたる同一画素４８に供給される階調データは、例えば、１＋、１－、４＋、
４－、３＋、３－、２＋、２－の順に変化するように、＋／－のドット反転に加えて、時
間的に、４レベル（１／２／３／４）の片寄りが起こらないように、より細かく分布させ
ることが可能となるので、より均質な画像を提供することが可能となる。
【００７６】
　また、本実施例のライン駆動装置は、実施例１と同様な効果に加えて、より均質な画像
を提供すること可能とする。
【００７７】
　なお、上述の実施例２に対する変形例１乃至３と同様に、本実施例３に対する変形例を
、ライン出力順序の変更で実施可能なことはいうまでもない。
【実施例４】
【００７８】
　本発明の実施例４に係る液晶表示装置及びライン駆動装置について、図１７及び図１８
を参照して説明する。図１７は液晶表示装置に使用されるライン駆動装置の構成を模式的
に示すブロック図である。図１８は階調データを書き込むタイミングチャートである。本
実施例の液晶表示装置、列駆動装置及びライン駆動装置は、ライン駆動装置の出力回路を
論理ゲート構成とする点等が、実施例１とは異なっている。以下では、上記実施例１と同
一構成部分には同一の符号を付し、その説明は省略し、異なる構成部分について説明する
。
【００７９】
　図１７に示すように、本実施例のライン駆動装置６１は、図１に示す実施例１の液晶駆
動装置１において、ライン駆動装置３１と置き換えることが可能である。ライン駆動装置
６１は、制御回路１１と、水平走査開始信号線１３、垂直走査開始信号線１８、２フレー
ム信号線３９等で接続されている。
【００８０】
　ライン駆動装置６１は、ライン選択線４５に接続されるライン信号線３３の２本ずつに
対応したフリップフロップＦＦで構成されるシフトレジスタ６５を有している。シフトレ
ジスタ６５には、制御回路１１から送られる水平走査開始信号線ＳＴＨに従って、フリッ
プフロップＦＦで２ライン信号５１が生成され、供給される。シフトレジスタ６５は、各
フリップフロップＦＦを直列に接続し、順次、垂直走査開始信号ＳＴＶをシフトする。そ
して、垂直走査開始信号ＳＴＶに対応するゲート駆動信号が、それぞれのライン信号線３
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３、すなわち、ラインＬに接続されたＡＮＤゲート５３に入力される。具体的には、フリ
ップフロップＦＦ１１は、ラインＬ１、Ｌ３に接続されたＡＮＤゲート５３に、フリップ
フロップＦＦ１２は、ラインＬ２、Ｌ４に接続されたＡＮＤゲート５３に、フリップフロ
ップＦＦ１３は、ラインＬ５、Ｌ７に接続されたＡＮＤゲート５３に、フリップフロップ
ＦＦ１４は、ラインＬ６、Ｌ８に接続されたＡＮＤゲート５３に接続され、各フリップフ
ロップＦＦから、２ライン毎の信号が出力される。
【００８１】
　また、水平走査開始信号線ＳＴＨは、ＮＯＴゲートを介して、ＡＮＤゲート５３に接続
される。２フレーム信号３９ａは、２つのＥＸＯＲゲートに接続される。２ライン信号５
１は、一方のＥＸＯＲゲートを介して、ラインＬ１、Ｌ２、Ｌ５、Ｌ６に接続されるＡＮ
Ｄゲート５３に接続され、他方のＥＸＯＲゲートを介して、ラインＬ３、Ｌ４、Ｌ７、Ｌ
８に接続されるＡＮＤゲート５３に接続される。
【００８２】
　上述の回路により、ライン駆動装置６１は、図１８に示すように、垂直走査開始信号Ｓ
ＴＶ、水平走査開始信号ＳＴＨ、２ライン信号５１、２フレーム信号３９ａ、シフトレジ
スタ６５の出力信号により、ラインＬの駆動信号を生成する。シフトレジスタ６５のフリ
ップフロップＦＦは、２ライン信号５１により２ラインＬ毎にシフトをし、シフトされた
信号Ｓ１２、Ｓ３４、Ｓ５６、Ｓ７８を生成する。シフトレジスタ６５の出力信号、２フ
レーム信号３９ａ、及び２ライン信号５１を組み合わせて、走査順序を入れ替える。例え
ば、ラインＬ１に接続されたＡＮＤゲート５３、及び、ラインＬ３に接続されたＡＮＤゲ
ート５３には、フリップフロップＦＦ１１から信号が出力されるが、第１フレームで２フ
レーム信号３９ａが「Ｌ」の場合、ＡＮＤゲート５３により、ラインＬ１に最初の信号が
選択されて出力され、ラインＬ３に２番目の信号が選択されて出力される。ライン駆動信
号の破線は、選択されない信号であることを示す。第３フレームでは、２フレーム信号３
９ａが「Ｈ」の場合、逆に、ラインＬ３に最初の信号が選択されて出力され、ラインＬ１
に２番目の信号が選択されて出力される。階調データは、列選択線４３に沿った２ライン
Ｌ毎反転の極性信号、及び、２フレームＦ毎に画素４８への出力順序切り替え、つまり、
レベル切り替えを行う２フレーム信号３９ａにより極性及びレベルが決められる。
【００８３】
　その結果、特定の列選択線４３に沿った階調データの極性及びレベルは、第１フレーム
内では、出力順に、２ライン毎に反転し、例えば、正のラインＬ１（１＋）及びラインＬ
３（２＋）、続いて、負のラインＬ２（１－）及びラインＬ４（２－）となり、以降、ラ
インＬ５以降は、同様な組合せで＋／－及び１／２が分布するように書き込まれる。第１
及び第２フレーム内では、階調データの出力順序切り替えはなく、第３フレームが始まる
直前に出力順序切り替えを行い、第３及び第４フレーム内では、出力順序切り替えはない
。なお、極性のフレーム反転は、絶えず行われている。以降、ラインＬ、列Ｒ、フレーム
Ｆ上に出力される階調データは、実施例１の図６と同様になる。
【００８４】
　上述したように、本実施例の液晶表示装置は、ライン駆動装置の出力回路を論理ゲート
構成とすることによって、実施例１の液晶表示装置１と同様な階調データの分布を形成す
ることが可能となる。従って、実施例１の液晶表示装置１及びライン駆動装置３１が有す
る効果を、本実施例の液晶表示装置及びライン駆動装置６１も有している。
【００８５】
　なお、上述の実施例１に対する実施例２、その変形例１乃至３、及び実施例３と同様に
、本実施例４に対する変形例を構成して、実施することは可能である。すなわち、列駆動
装置２１から出力の階調データの極性が３ライン毎または４ライン毎に反転する変形例を
、ライン駆動装置の出力回路を論理ゲート構成とすることによって達成することは可能で
ある。
【００８６】
　本発明は、上述した実施例に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲
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内で、種々、変形して実施することができる。
【００８７】
　例えば、上記実施例では、ライン駆動信号の出力順序の変更は、スイッチ回路または論
理ゲート構成の出力回路を介して行う例を示したが、ライン駆動信号の出力順序の変更は
、ルックアップテーブルやメモリ等を用いたデコーダや論理回路等、ライン駆動信号の出
力順序を入れ替え可能な他の回路や手段で行っても差し支えない。
【００８８】
　また、上記実施例では、ライン駆動信号の出力順序の変更を、ライン駆動装置の中のス
イッチ回路または論理ゲート構成の出力回路を介して行う例を示したが、ライン駆動装置
とライン選択線との間のライン駆動装置の外、例えば、テープキャリアパッケージの配線
や液晶パネル上の配線等に、出力順序を変更する回路や手段を設けて行うことは可能であ
る。
【００８９】
　また、上記実施例では、ライン選択線の４本毎に極性を反転させる例（極性単位が４ラ
イン、極性反転周期が８ライン）までの例を示したが、極性単位が４ラインを越えること
は可能である。
【００９０】
　また、上記実施例では、２フレーム毎に階調データの出力順序切り替えを行う例を示し
たが、１フレーム毎に出力順序切り替えを行うことは可能である。この場合、例えば、あ
る画素では、フレーム順に、極性及びレベルが、１＋、２－、１＋、２－等と切り替えら
れ、極性とレベルの組合せが固定するので、極性切り替え時、電圧の絶対値に変動が生じ
ないように制御することにより、より高速に画質の均質化を図ることが可能となる。
【００９１】
　本発明は、以下の付記に記載されるような構成が考えられる。  
（付記１）　複数の列選択線及び複数のライン選択線のそれぞれの交差位置に対応し、前
記列選択線及び前記ライン選択線に接続された薄膜トランジスタを介して、前記ライン選
択線からのライン駆動信号に駆動されて前記列選択線から階調データが供給される画素を
有する液晶パネルと、供給された画像データに対応した電圧を生成し、前記ライン選択線
に対応した前記画素に供給される前記電圧の極性を、前記ライン選択線のｎ本（ｎは２以
上の整数）毎に反転させた前記階調データを前記列選択線に供給する列駆動装置と、ｍ本
（ｍは２以上の整数、ｍ≧ｎ）毎の前記ライン選択線に接続された前記画素に供給される
前記階調データをグループとして、前記グループ内の前記階調データの供給を促す前記ラ
イン選択線を、前記液晶パネル上の配列順とは異なる第１の駆動順序で駆動し、更に、前
記ライン選択線を、ｋフレーム（ｋは１以上の整数）毎に前記液晶パネル上の配列順とは
異なる第２の駆動順序で駆動するライン駆動装置と、前記画像データを、前記列駆動装置
に供給する制御回路とを備えている液晶表示装置。
【００９２】
（付記２）　前記画像データを前記第１及び第２の駆動順序に合わせて並べ替える機能は
、前記列駆動装置及び前記制御回路の少なくともいずれか一方にある付記１に記載の液晶
表示装置。
【００９３】
（付記３）　前記ｍは４、前記ｎは２、前記ｋは２である付記１に記載の液晶表示装置。
【００９４】
（付記４）　前記ｍは６、前記ｎは３、前記ｋは２である付記１に記載の液晶表示装置。
【００９５】
（付記５）　前記ｍは８、前記ｎは４、前記ｋは２である付記１に記載の液晶表示装置。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】本発明の実施例１に係る液晶表示装置の構成を模式的に示すブロック図。
【図２】本発明の実施例１に係る液晶表示装置に使用される列駆動装置の構成を模式的に
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示すブロック図。
【図３】本発明の実施例１に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置の構成を模式
的に示す図で、図３（ａ）はブロック図、図３（ｂ）は接続対応図。
【図４】本発明の実施例１に係る液晶表示装置の画素へ供給される階調データ電圧の時間
に対する到達状況を模式的に示す図。
【図５】本発明の実施例１に係る液晶表示装置の階調データを出力するタイミングチャー
ト。
【図６】本発明の実施例１に係る液晶表示装置において、出力される階調データの極性及
びレベルの分布を、横軸を列または列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模
式図で、図６（ａ）は出力順の分布の図、図６（ｂ）は液晶パネル上画素に対応させた分
布の図、図６（ｃ）は図６（ａ）の各フレームの列Ｒ１をフレームとして示す図、図６（
ｄ）は図６（ｂ）の各フレームの列Ｒ１をフレームとして示す図。
【図７】本発明の実施例２に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置のフリップフ
ロップとラインとの接続対応を模式的に示す図。
【図８】本発明の実施例２に係る液晶表示装置において、出力される階調データの極性及
びレベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模式図で、
図８（ａ）は出力順に並べた分布の図、図８（ｂ）は液晶パネル上の画素に対応させた分
布の図。
【図９】本発明の実施例２の変形例１に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置の
フリップフロップとラインとの接続対応を模式的に示す図。
【図１０】本発明の実施例２の変形例１に係る液晶表示装置において、出力される階調デ
ータの極性及びレベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示
す模式図で、図１０（ａ）は出力順に並べた分布の図、図１０（ｂ）は液晶パネル上の画
素に対応させた分布の図。
【図１１】本発明の実施例２の変形例２に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置
のフリップフロップとラインとの接続対応を模式的に示す図。
【図１２】本発明の実施例２の変形例２に係る液晶表示装置において、出力される階調デ
ータの極性及びレベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示
す模式図で、図１２（ａ）は出力順に並べた分布の図、図１２（ｂ）は液晶パネル上の画
素に対応させた分布の図。
【図１３】本発明の実施例２の変形例３に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置
のフリップフロップとラインとの接続対応を模式的に示す図。
【図１４】本発明の実施例２の変形例３に係る液晶表示装置において、出力される階調デ
ータの極性及びレベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示
す模式図で、図１４（ａ）は出力順に並べた分布の図、図１４（ｂ）は液晶パネル上の画
素に対応させた分布の図。
【図１５】本発明の実施例３に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置のフリップ
フロップとラインとの接続対応を模式的に示す図。
【図１６】本発明の実施例３に係る液晶表示装置において、出力される階調データの極性
及びレベルの分布を、横軸を列で代表させたフレーム、縦軸をラインとして示す模式図で
、図１６（ａ）は出力順に並べた分布の図、図１６（ｂ）は液晶パネル上の画素に対応さ
せた分布の図。
【図１７】本発明の実施例４に係る液晶表示装置に使用されるライン駆動装置の構成を模
式的に示すブロック図。
【図１８】本発明の実施例４に係る液晶表示装置の階調データを書き込むタイミングチャ
ート。
【符号の説明】
【００９７】
１　液晶表示装置
１０　入力データ
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１１　制御回路
１３　水平走査開始信号線
１４　画像データバス
１５　データクロック線
１６　ロード信号線
１７　極性信号線
１８　垂直走査開始信号線
２１　列駆動装置
２３　列信号線
３１、６１　ライン駆動装置
３３　ライン信号線
３５、６５　シフトレジスタ
３７、６７　出力回路
３８　スイッチ回路
３８ａ～３８ｈ　スイッチ
３９　２フレーム信号線
３９ａ　２フレーム信号
４１　液晶パネル
４３　列選択線
４５　ライン選択線
４７　ＴＦＴ
４８　画素
５１　２ライン信号
５３　ＡＮＤゲート
Ｆ　フレーム
ＦＦ　フリップフロップ
Ｌ　ライン
Ｐａ　極性反転周期
Ｐｂ　極性単位
ＳＴＨ　水平走査開始信号
ＳＴＶ　垂直走査開始信号
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【図１３】
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